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培養老化細胞の増殖 に及 ぼすGlycyrrhizinの 作用 と

Glucocorticoid作用との比較

千葉大学医学部第 2 内科

○村野俊
一

、南達信代、森崎信尋、吉田　 尚

【目的】培養線維芽細胞で は継代培養に よ り増殖能の 低下が もた らされ るが、われ われは

甘草抽出成分 の Glycyrrhizin が こ れ を回復する こ とを見出 し報告 した
1）

。 　Glycyrrhizinは

Corticosteroid類似 の 構造 を有 し、

一
般 にCorticosteroid類似の 作用や そ の 増強作用の ある

こ とが報告 され て い る 。 しか し 、 逆に対象 とな る臓器、細胞の 違 い に よ っ て は拮抗的に働

くこと も観察され て い るn
。 今回われわれはGlycyrrhizinとGlucocorticoidで ある Predni−

solone の 老化培養線維芽細胞 の 増 殖能に対する 影響を比較する こ と に よ りGlycyrrhizinで

み られた細胞増殖促進作用の機序に つ い て検討を加えた 。

【方法】ヒ ト培養皮肩線維芽細胞 と して 東京都老人総合研究所 よ り供与され たTIG −103細

胞をもちい た 。 細胞は 1：2で split して 増殖能を失う継代数 よ り2代前の 細胞を用 い た 。 細胞

は 10％　Fetal　bovine　serum （FBS）を加 えたDulbecco’s　mOdified 　Eagle　medium （DME ）にて 37℃、

0025％存在下 にて培養 した 。 細胞が confluent に な っ た時点に て 35mm2 　poly　styrene 　well に

播 い て 1晩置 き、培養液 をPrednisolone ま た は Glycyrrhizin を含 ん だ培養液 に変えて 細胞 の

増殖 を観察 した 。 培養液は3 日毎に交換 した 。 細胞数の 測定は細胞 をtrypsin 処理 した後に

Coulter　counter を用 い て 測定 した 。　 Prednisolone の 濃度は 1，5，10，25，50μ glml、　 Glycyr−

rhizin の 濃度 は5，25 ，
50

，
100

，
500 μ g／m1 を用 い 、培養期間 は 28 日間 で 検討した 。

【結果】細胞老化 の 進ん だ培養線維芽細胞 の 増殖能 はPrednisoloneに よ り用量依 存的に 抑

制 された 。

一
方Glycyrrhizinは500 μ glml の 用 量で は 増殖 を抑制 したが、他 の 用 量で は増

殖を促進 させ るか、これ を変化させ なか っ た。

【考察】今 回 の 実験条件 で はPrednisoleneは 老化細胞 の 増 殖を抑制 し、　Glycyrrhizin の 作用

と の 間に相違の あ る こ とが認め られ た 。 こ の結果よ りGlycyrrhizinで 認め られ た細胞増殖

促進作用 はGlucocorticoidの 作用 とは全 く異な る機序 を介 して い る もの と考 え られた 。
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